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胚胎組織と
胚外組織の
相互作用

胚葉間の相互作用 臓器間の相互作用 幹細胞と微小環境（ニッチ）
の相互作用
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ニッチを構成する細胞
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再生医療

個別化医療

創薬研究

稀少疾患研究

基礎医学生物学研究
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再生医療

多能性幹細胞
由来オルガノイド

胎児レベルの成熟

成体組織幹細胞
由来オルガノイド

樹立困難な組織がある

成体レベルの成熟

理論上あらゆる組織
に応用可能

滲出型加齢黄斑変性症（網膜）
角膜疾患（角膜）

炎症性腸疾患（腸管上皮）
口腔乾燥症（唾液腺）
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短腸症候群は、何らかの原因（腸軸捻転症、小腸閉鎖症、壊死性腸炎、腸管虚血、クローン病など）による小腸
大量切除のため吸収面積が減少し、水分や栄養の吸収が障害されるために生じる吸収不良症候群で、腸管不全の
最大の原因。

小腸移植が唯一の根治的な治療法。

しかし、他の臓器に比べて拒絶反応が強く、生涯の免疫抑制剤の内服を要するにも関わらず、感染症や慢性拒絶
などのリスクが高い。5年グラフト生着率は6割程度で、移植後の管理に難渋するため普及していない。

日本では、これまでにわずか40例程度の実施にとどまり、他臓器の移植数とは歴然とした差
がある

日本移植学会HP

2021年(2020年)の移植数

短腸症候群の現状

Ueno et al. Pediatr Surg Int 2023

日本の小腸移植総数（1996-）
臓器移植法

改正
（2010）

保険適用
（2018）

脳死
生体
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短腸症候群の死亡率は高い

Messing et al. Gastroenterology 1999

1年   94％
2年  86％
5年   75％
10年 60％

Ueno et al. Pediatr Surg Int 2023

短腸症候群発症後の生存率

本邦の短腸症候群に対する
小腸移植後の生存率

国立がんセンターがん情報サービス
www.nhk.or.jp

10年生存率 60％
のイメージ

・がん全体 程度
・直腸がんの
StageⅢより悪い
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経静脈栄養を離脱し、経腸の自律性を獲得するには腸管ボリューム拡充が必要

Endo, Sugimoto et al. Regen Ther 20239



大腸と小腸の粘膜下層以下の類似性に着目

Endo, Sugimoto et al. Regen Ther 202310



大腸の構造を利用し、上皮のみを置換するコンセプト

大腸に正常大腸オルガノイドを移植

大腸に腫瘍オルガノイドを移植

大腸に正常小腸オルガノイドを移植

Sugimoto et al. Nature 2022
Sugimoto et al. Keio J Med 202211
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